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要 旨 

【目的】  

本研究は，パーキンソン病（PD）患者の歩行障害に対して，発光時間や患者個人の好みに基

づいて発光条件を調整できるウェアラブルデバイスを用いた視覚的手掛かり（visual cue）

が，歩行機能に与える影響を定量的に検証することを目的とした． 

【参加者と方法】 

24名の PD患者がコントロール条件としてゴーグルタイプの視覚的手がかり装置（Optical 

Gait Analysis System, OGAS）を刺激なしで装着して約10mを歩行した際の各被験者の歩行周

期における stride duration を測定した．次に各被験者の歩行周期を元に，その10％もしくは

50％の発光持続時間で LED を点滅させるという2つの刺激条件（LR10%条件・LR50%条件）を設定

し，各条件での歩行の運動学的特性（歩行パラメータ）を簡易歩行分析システム（HASOMED社

製，RehaGait）を用いて測定した．2つの刺激条件での歩行後，どちらの刺激条件が歩きやすい

かという点について口頭にて質問し，相対的に歩きやすいと感じた方の条件（Pref条件），歩

きにくいと感じた方の条件（N-Pref 条件），コントロール条件における歩行パラメータの比較

を行った．3条件間における歩行パラメータの比較として，反復測定分散分析またはフリードマ

ン検定を行った後に事後検定を行った．有意水準は5％とした． 

【結果】 

視覚的手がかりを用いた条件（LR10%条件・LR50%条件）は，コントロール条件と比較して，有

意に stride duration の平均値（p＜0.001）と変動係数（CV）（p=0.002）を減少させ，ケイデ

ンスの平均値（p<0.001）を増加させた．また，Pref条件では N-Pref条件よりも歩行速度が

有意に速くなった（p=0.043）． 

【結論】 

本研究の結果より，ゴーグルタイプのウェアラブルな視覚的手がかり装置の使用により，PD

患者の歩行における一歩一歩の所要時間の短縮と規則性の向上が認められるとともに，患者が

歩きやすいと感じる視覚刺激の条件を設定することで，歩行速度が向上する可能性が示唆され

た．今後は，患者の好みやニーズに合わせて発光状況をカスタマイズできるウェアラブルデバ

イスの開発と製品化により，PD 患者の日常生活における歩行機能の改善に貢献していきたい． 
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